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208 年に四国地区の大学では，大学コンソーシアム Ce-Knowledg コンソーシアム四国，以下
eK4 ）を設立し， e-Larnig を活用した単位互換事業等を進めている ［ll。






















































































































ある。また， FreN AS , ZFS 等のようにソフトウェア的に共有ストレージを提供するものがある。
プライベートクラウドでの，ストレージの仮想化といった場合，分散ファイルシステムを用いるの















ネットワークの仮想化は， 201 年以降， SDN (So 丘ware Defind Networking ）と NFV (Network 
Functios Virtualization ）をキーワードに，急速に普及しつつある。SDN を実現する方法として，
OpenFlow [nJ が注目を集めている。NFV については， NFV のアイデアを実現するための Vyat






























































いても，読み出すことができる。 B 大学では セカンダリーストレージ上のイメージを B 大学の


















しモデルの提案をおこなっ。本稿では， eK4 で構築するインタークラウドを eK4-Cloud と呼ぶ
大学問インタークラウド構築手法の検討 9 












eK4 ・Cloud では，各大学がそれぞれプライベートクラウドのコンサートレーションをおこなう 口
一方で，同じ分散ファイルシステムを導入し， eK4 で共有ストレージを構築し，この共有ストレー
ジをセカンダリーストレージとしてマウントする。この仮想ストレージ上にイメージを保存する。
イメージが共有されることで eK4 ・Cloud では仮想機械も共有される。











り組んで、いるプライベートクラウド， eK4-Cloud について述べた。 eK4-Cloud は，現在，設計中であり ，
プロトタイプでの試行から順次，システムの有効性の検証を進める予定である。
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ABSTRACT 
The information services provided by higher education are required to respond to the risk 
of disaster. Occurrence of the Nankai megathrust earthquakes are imminent in Shikoku island, 
measures of information resources is an urgent issue. In Shikoku district, university consortium 
that was the purpose of credit transkr by e-Learning have been established. Focusing on 
e-Learning system, we have been working in cooperation of information systems. Utilization of 
university consortium is valid for measures of information environment. Use of cloud technology 
is enabling to the disaster risk reduction of the information environment. In this paper, we 
discuss the design method of Intercloud between universities. Each university of the university 
consortium builds a private cloud and performs to connect the private cloud. We aim to achieve 
Intercloud in the university consortium in Shikoku. 
